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Abstract
With the aim of increasing their vegetable intake at home, we held a quiz & stamp rally for 

children to learn about vegetable nutrition while enjoying answering quizzes and collecting 
original vegetable character stamps during a food education event in a community. We also 
conducted a questionnaire survey, involving parents of 83 children （aged 2-12 years） who 
participated in the rally, to examine the vegetable intake of these children.

For the question <Do you think your child is eating adequately?>, 50.6% of all parents chose 
<Yes>, which was the highest rate. The rate of choosing < Inadequate > was 27.2%. For <Is 
your child eating enough vegetable?>, the majority of the parents chose <Too little>, at 49.4%, 
and the rate of choosing <Enough> was 27.2%, revealing a variation in parental recognition 
between dietary and vegetable intakes. On comparing answers to <What is the difficulty in 
having your child eat vegetables?> between parents of younger children （aged 2-6: younger 
group） and those of older children （7-12: older group）, <My child refuses/does not eat 
vegetables he/she hates to eat> achieved the highest rate, at 58.9%, in the younger group, while 
it was 26.9% in the older group, revealing a difference （p=0.007）. <Vegetables are expensive> 
achieved 7.1 and 26.9% in the younger and older groups, respectively, revealing a difference 

（p=0.014）. On the other hand, the rate of choosing <My child’s vegetable intake is too little> 
exceeded 25% in both cases; 33.9 and 26.9% in the younger and older groups, respectively. <My 
vegetable cooking repertoire is limited> and <I don’t know child-friendly vegetable recipes> 
achieved approximately 20% in both groups. The parents’ impressions of the present food 
education event and questions about diets for children collected in a free-description style 
included: <The event has been informative, as I have learned things that I did not know> and 
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１．緒言

　我が国では、食生活に関する様々な問題が存
在しており、食育が重要であると考えられてい
る。平成28年３月に策定された「第３次食育推
進基本計画」１）では、若い世代を中心とした
食育の推進、多様な暮らしに対応した食育の推
進、健康寿命の延伸につながる食育の推進など
が重点課題に挙げられている１）。食生活の問題
のひとつに野菜の摂取不足がある。平成29年の
国民健康・栄養調査によると成人の野菜類の摂
取量は平均288.2g であり２）、健康日本21の目標
値の350g に到達していない３）。さらに、年代
別にみると、男性では30歳代、女性では20歳代
が最も少なくなっている。
　食育は、子どもから高齢者まで生涯を通じて
実践されることが必要である１）。特に子どもの
うちに健全な食生活を確立することは、生涯に
わたり健全な心身、豊かな人間性を育んでいく
基礎となる１）。幼児期の食事は保護者に依存す
る部分が大きいため、保護者とともに野菜摂取
の重要性を伝える食育活動が必要であると考え
る。食育に関する施策の実効性を高めていくた
めには、教育関係者、ボランティア等食育に係
る様々な関係者が主体的に推進することが重要
とされている１）。我々は管理栄養士養成施設校の
立場で、地域で実施される食育イベントで食や
栄養に関する情報提供などを実施している４）－７）。
このようなイベントで子どもが楽しみながら野
菜の栄養素について知ることができれば、家庭
での野菜摂取についての見直しのきっかけにな
るのではと考えた。そこで、野菜のオリジナル
キャラクターを使ったクイズスタンプラリーを

実施し、今後の食育活動に活かすために参加し
た子どもの保護者に野菜摂取に関する調査を
行った。

２．方法

（１）対象および食育内容

　2019年２月に東京都多摩地域 A の市で行わ
れた食育イベントの本学ブースにて、子どもを
対象とした栄養に関するクイズスタンプラリー
を実施した。参加者が、ポスターに掲載してあ
るクイズの答えを A ６サイズのスタンプ帳の
空欄に記入し、ポスターの前に設置したスタン
プを押していく方式である。ポスターは、野菜
から摂取することができる主な栄養素の働きと
主な食品に関して掲示した（表１）。栄養素ご
とにポスターを分け、体内での働きの説明とそ
の栄養素を多く含む食べものをイラストで紹介

<We have enjoyed the stamp rally>. As a research/education institution, we will collect and 
provide data that can be utilized for food education, while promoting such education through 
collaboration with community residents.
Key words：dietary education, vegetable consumption, children（食育、野菜消費量、子ども）

テーマ

カルシウム ・カルシウムは、骨や歯を作る栄養素
・不足すると、丈夫な骨が作れない
・牛乳、ヨーグルト、濃い緑色の野菜に多い

鉄 ・ヘモグロビンの材料
・ヘモグロビンは、酸素を運ぶ働きがある
・不足すると元気に遊べなくなる
・肉、大豆製品、濃い緑色の野菜に多い

ビタミンC ・皮膚などを丈夫にするコラーゲンの材料
・不足しがちな栄養素の鉄の吸収を助ける
・“体のさびつき”を抑える抗酸化ビタミン
・野菜、果物に多い

βカロテン ・目の健康に必要な栄養素
・油と一緒に調理すると吸収がよい
・“体のさびつき”を抑える抗酸化ビタミン
・緑黄色野菜に多い

食物繊維 ・野菜をよく噛むことであごが強くなる
・腸の働きをよくしてうんちを出しやすくする
・野菜に多い

内容

表１　ポスターに掲示した内容
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した。スタンプの絵柄は、我々のオリジナル野
菜キャラクターの“菜 sai（さいさい）フレンズ”

（トマト、にんじん、ほうれん草、小松菜、ブロッ
コリー）である８）（図１）。なお、文字の読み
書きができない子どもには、スタンプ欄のみの
シートを配布した。子どもたちには、本学の学
生が案内役として一緒にブースを回り、ポス
ターの内容を説明した。

（２）アンケート調査

　ブースに参加した子どもの保護者を対象とし、
自記式調査票による調査を匿名で実施した。調
査項目は、食生活状況について「普段の子ども
の食事量についてどう思っているか」（とても
少ない、少ない、ちょうどよい、多い、とても
多い）、「普段の子どもの野菜の量についてどう
思っているか」（とても少ない、少ない、ちょ
うどよい、多い、とても多い）、「野菜を食べさ
せるときに困ることがあるか」（８件法、複数
回答可）を尋ねた。対象属性については、来場
回数、子どもの年齢、性別、記入者と対象の子
どもとの関係（父、母、祖父、祖母、その他）
の質問を設けた。なお、複数の子どもを連れて
参加している場合は、年齢の高い方の子どもに
ついて回答するよう説明を記載した。

（３）統計解析

　子どもの食事量と野菜摂取量の比較、野菜を
食べさせるときに困ることの項目について年齢
別の比較をカイ二乗検定にて検討した。解析ソ
フトは、IBM　SPSS Statistics 23を用い、危
険率５% を有意水準とした。

（４）倫理的配慮

　本研究は、駒沢女子大学・駒沢女子短期大学
研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番
号：2018-028）。

３．結果

（１）対象者の内訳

　アンケートの回収数は93人であり、子どもの
年齢、性別、記入者との関係に関する項目すべ
てが未記入であった10人を除く83人を対象とし
た。（有効回答率89.2%）。解析対象の年齢は２
歳から12歳であり、２歳から６歳が56人、７歳
から12歳が26人であった。来場回数については、
初めては44人、２回目は39人であった。記入者
は父親18人、母親65人であった。

（２）食生活状況

　「お子様の普段の食事量はどのように思いま
すか」との質問では、「ちょうど良い」の回答
が50.6% と最も多く、「少ない」が27.2%、「多い」
18.5％、「とても少ない」2.5％、「とても多い」
1.2％であった。「お子様の普段の野菜を食べる
量はどのように思いますか」との質問には、「少
ない」が49.4％で最も多く、「ちょうど良い」
が27.2%、「多い」12.3％、「とても少ない」
11.1% であり、「とても多い」の回答は無く、
食事量と野菜量に関する保護者の認識に差がみ
られた（図２）。

図１　菜 sai（さいさい）フレンズ
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（３）野菜を食べさせるときに困ること

　「お子様に野菜を食べさせるときに困ること
はありますか」について、２歳から６歳を低年
齢群、７歳から12歳を高年齢群として２群間で
比較したところ、「嫌いな野菜を食べない、残す」
が低年齢では58.9% と最も多く、高年齢26.9％
と比較して差がみられた（図３、p ＝0.007）。「野
菜の値段が高い」では高年齢は26.9％に対して
低年齢は7.1％と差がみられた（図３、p ＝0.014）。

「野菜を食べる量が少ない」は低年齢33.9％、
高年齢26.9％とどちらの群でも25％を超えてお
り、「野菜料理のレパートリーが少ない」は低
年齢21.4％、高年齢19.2%、「食べやすい野菜料
理がわからない」は低年齢19.6％、高年齢
23.1%、「野菜の調理が面倒」は低年齢8.9％、

高年齢7.7％であり、２群の割合に差がみられ
なかった（図３）。
　また、「嫌いな野菜を食べない、残す」と回
答した者にその野菜を自由記述してもらったと
ころ、５人以上の回答があった野菜は、「ほう
れん草（低年齢７人、高年齢１人）」、「葉物（低
年齢５人、高年齢１人）」、「ピーマン（低年齢
10人、高年齢２人）」、「トマト（低年齢９人、
高年齢２人）」、「なす（低年齢８人、高年齢０人）」、

「ねぎ（低年齢７人、高年齢０人）」であった。

（４）この食育イベントに対する感想、子ども

の食事で知りたいこと

　自由記述で本食育イベントに対する感想や子
どもの食事で知りたいことを記述してもらった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

野菜量（n＝81）

食事量（n＝81）

とても少ない 少ない ちょうどよい 多い とても多い

p = 0.002

0 20 40 10060 80 (%)

図２　子どもの食事量と野菜量

図３　子どもに野菜を食べさせるときに困ること
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ところ、34人から回答があった（表２）。食育
イベントに対しては「知らないこともあり、勉
強になりました」、「スタンプラリーが楽しかっ
た」、「今日のことがきっかけで野菜を少しでも
食べてくれるいいなと思います」等のコメント
が寄せられた。食事について困っていることに
ついては「野菜が苦手でなかなか食べてくれな
くて困っています」等、野菜を食べさせること
に対する難しさ、「簡単においしくできるレシ
ピがあったら教えてほしい」等、具体的なメ
ニューの要望が挙げられた。

4．考察

　地域の食育イベントで、クイズスタンプラ
リーを実施し、保護者に子どもの野菜摂取に関
する調査を行った。子どもの食事量については、

「ちょうど良い」との回答が50.6%、「少ない」
が27.2% であったのに対し、野菜量については、

「少ない」が49.4％で最も多く、「ちょうど良い」
が27.2% と、食事量と野菜量に関する保護者の
認識に差がみられた（図２）。野菜を食べさせ
る際に困っていることでも「野菜を食べる量が
少ない」は低年齢33.9％、高年齢26.9％とどち
らの群でも25％を超えており、保護者が子ども
の野菜摂取量が少ないと感じていることが示さ
れた。我々が幼稚園児と保護者に行った調理実
習を含めた食育での調査では、子どもの食事量
は「少ない」もしくは「とても少ない」が15%
に対し、野菜の摂取量については「少ない」も
しくは「とても少ない」が46% であり８）、本調
査でも同様の傾向がみられた。都民を対象にし
た調査では、「健康維持に必要な１日の野菜を

・勉強になった　（低年齢 n=5、高年齢 n=4）
知らないこともあり、勉強になりました。

少し考えさせられる問題があり、やりがいがあった。

子ども自身でクイズなどをして、勉強になった。

・案内した学生について　（低年齢 n=4、高年齢 n=1）
お姉さんがやさしく教えてくれて子どもがうれしそう。

学生さんが工夫をしている様子が伝わりました。

・スタンプラリーの楽しみ　（低年齢 n=1、高年齢 n=3）
スタンプラリーが好きなので楽しく参加できました。

・スタンプラリーによる効果の期待　（低年齢 n=3、高年齢 n=2）

スタンプラリーで野菜の良さを子供がわかってくれたらよいな。

今日のことがきっかけで野菜を少しでも食べてくれるいいなと思います。

・今回のスタンプラリーに対する感想　（低年齢 n=0、高年齢 n=2）
ハンドブックみたいになっていて持ち運びやすいのがよかった。

子どもに合わせたクイズ形式やスタンプで大きい子も小さい子も楽しめる工夫がされていてよかった。

・食事について困っていること　（低年齢 n=4、高年齢 n=0）
野菜が苦手でなかなか食べてくれなくて困っています。

野菜を食べる大切さをわかってもらいたいです。

ピーマンの食べさせ方。

朝食のレパートリーが少ない、朝食べたいものが同じものが多い。

・食育内容に対する要望　（低年齢 n=3、高年齢 n=1）
簡単においしくできるレシピがあったら教えてほしい。

身近な食育の場があるとありがたい。
朝ごはんのおすすめメニュー(簡単で喜ぶもの)。

・その他　（低年齢 n=1、高年齢 n=0）
野菜を食べないと体によくないのか。

表２　�今回の食育に対する感想、子どもの食事で知りたいこと、記入例
（自由記述，n＝34，複数回答あり）
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毎日摂取していると思うか」の質問に「足りな
いと思う」との回答が６割近くであったことも
示されており９）、多くの保護者が子どもの野菜
摂取が不足していると認識していることが示さ
れている。保護者世代のみならず、保護者から
みた子どもの野菜摂取量が少ないとの認識があ
ることが示された。このことを解決するための
食育については、さらに実践活動や研究を進め
るべきであろう。
　子どもに野菜を食べさせるときに困ることで
は、「嫌いな野菜を食べない、残す」が低年齢（２
～ ６ 歳 ） は58.9%、 高 年 齢（ ７ ～ 12歳 ） は
26.9％であり、２群間で差がみられ、低年齢で
は50％を超えていた。先行調査で子どもの食事
で困ることとして「好き嫌いが多い」が３～ 6
歳の子どもでは最も多いことが示されており10）、
我々が幼稚園児を対象に実施した調査でも「嫌
いな野菜を食べない、残す」ことが困ることの
最上位であった８）。一方、学齢期になると、嫌
いな野菜を食べない、残すとの回答が幼児期に
比べて低くなる結果は興味深い。小学校に入る
と学校給食があり、様々な食材に触れる食経験
が増えること等が、嫌いな野菜が減っていく要
因のひとつなのかもしれない。また、嫌いな野
菜を自由記述してもらったところ、「ほうれん
草（低年齢７人、高年齢１人）」、「葉物（低年
齢５人、高年齢１人）」、「ピーマン（低年齢10人、
高年齢２人）」、「トマト（低年齢９人、高年齢
２人）」が上位に挙がった。さらに、保護者が困っ
ていることに「野菜料理のレパートリーが少な
い」、「食べやすい野菜料理がわからない」が低
年齢、高年齢ともに、それぞれ約20％であり、
自由記述でも簡単においしくできるレシピが知
りたいという要望もあった。子どもが食べやす
い野菜メニュー、特に嫌いな野菜で挙げられて
いる葉物野菜やピーマンを使ったメニューにつ
いて、食育で取り上げる必要性がうかがえた。

また、葉物野菜のひとつの小松菜は栽培期間が
短く、いろいろな環境に適応できるので一年を
通して出回る野菜であり11）、鉄やカルシウムも
豊富な野菜であるため、我々の食育キャラク
ターでは葉物野菜のうち、小松菜やほうれん草
もキャラクターに使用している。子どもたちに
キャラクターを使った食育を通じて、葉物野菜
を食べることへの抵抗感が弱まるを期待してい
る。
　一方、「野菜の値段が高い」では高年齢は
26.9％に対して低年齢は7.1％であり２群間で差
がみられ、子どもの年齢が上がると野菜の価格
を問題ととらえる傾向が示された。都民を対象
にした調査では野菜が不足している原因につい
ては、「野菜の値段が高いから」が５割を超え
て上位であったこと９）や、世帯の収入と食品
摂取量について、男女ともに世帯の所得が200
万円未満および200 ～ 600万円未満の世帯員は、
600万円以上の世帯員に比べての野菜類の摂取
量が少ないこと12）が示されており、野菜摂取
不足と経済的理由との関連を示すデータもある。
この点については、価格が安い時期に購入して、
おいしさを保ちながら保存する方法を伝えるこ
と等が少しは役立つかもしれない。経済的な理
由で野菜摂取不足となることに関して、どのよ
うな食育のアプローチができるのか、今後さら
に食育事例や研究調査を進めて社会で情報を共
有すべきであろう。
　今回のクイズスタンプラリーでは、管理栄養
士養成校に在籍する学生が参加者にポスターを
見ながら説明を行ったところ、「お姉さんがや
さしく教えてくれた」等の感想が寄せられた。
第３次食育推進基本計画でも、食育の推進に係
るボランティア団体等において活動している国
民の数を増やすことが目標に挙げられている１）

ことから、今後もこのような食育活動を実践し
てきたい。なお、少数意見ではあるが、「野菜
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を食べないと体によくないのか」という意見が
あった。野菜および果物摂取が高血圧、 虚血性
心疾患、脳卒中、２型糖尿病などのいわゆる生
活習慣病に対する予防効果があることが多くの
研究から示されている13）-15）。今回の調査結果
を踏まえて、野菜摂取が生活習慣病に役立つこ
とについて今後も引き続き、わかりやすく伝え
ることが必要であろう。
　本研究の限界は、実際に野菜摂取の変化につ
いては確認できていないことである。しかしな
がら、「今日のことがきっかけで野菜を少しで
も食べてくれるといいなと思います」といった
感想が複数の保護者から寄せられ、子どもたち
の野菜摂取への関心を持たせる機会を提供でき
たと推察する。食育基本法第四条では、食育推
進運動の展開は国民、民間団体等の自発的意思
を尊重し、地域の特性に配慮し、地域住民その
他の多様な主体が連携していくこととされてい
る16）。我々は研究・教育機関として、地域の方々
と協力して食育を推進すると同時に食育で活用
できるデータを示していきたいと考えている。

COI に関する記載：本論文に関連し開示すべ
き COI はない。
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